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Motor control underlies rapid decisions

身体を制御する能力が迅速な意思決定能力を支える

身体運動に宿る“選球眼”

どんな研究
野球の打者には、打つか見送るかを瞬時に見極める“選球眼”が必要です。しかし、この迅速な意思決定に、
バットを操る能力がどのように影響するかはよくわかっていません。本研究では、野球選手と器械体操選手の
比較から、身体制御能力と意思決定能力の関係を調べました。

どこが凄い
野球打撃を模した意思決定を伴う身体運動を観察することで、競技の違いによって身体を制御する能力に差が
あることを明らかにしました。野球選手では、特に見送る時に打撃動作を止める能力が秀でており、それがよ
り正確な意思決定につながっていることを初めて明らかにしました。

めざす未来
スポーツ選手の適性評価や競技力向上のためのトレーニング手法の開発、新たな才能の発掘に貢献します。ま
た、身体を制御する能力を向上させることで迅速な意思決定能力を高める方法が確立されれば、運転支援技術
やリハビリテーションなど、幅広い分野への応用も期待されます。
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